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会計 一　般　会　計 所管課 都市整備課

款 土　木　費
事業名 幸神駐車場維持管理費

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 250 250   0

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 6 6   0

一般財源 244 244   0

事業
概要

空港利用者のための駐車場敷地の維持管理を実施する。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

空港利用者のための駐車場敷地の樹木管理・除草等を行ない利用増進を図る。

その他

現状と
背景

空港利用者の駐車場利用増進を図るとともに、駐車場敷地内の維持管理を実施
する。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 道路維持費

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 26,790 27,450   660

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 6,386   ▲ 6,386

一般財源 20,404 27,450   7,046

事業
概要

日常の道路パトロールにより、道路側溝や舗装等の危険箇所の緊急修繕や清掃・
除草により道路の維持管理を行う。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

市道、法定外公共物や水路の状態をパトロールしながら、危険箇所の修繕等を行
い、安全で円滑な交通の確保を図る。

その他

現状と
背景

道路の老朽化による側溝や床板の破損、舗装の陥没など応急的な修繕を行って
いるが、箇所数は年々増加傾向にある。毎年11月～12月に渡・外江地区県道沿
いのケヤキ並木の落ち葉清掃活動を地域住民ボランティアと協働作業を行ってい
る。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 街路樹維持管理費

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 10,000 10,000   0

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 10,000 10,000   0

事業
概要

市道の街路樹の整姿及び整枝や薬剤散布等による病害虫駆除などの維持管理
を行う。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

街路樹の適正な維持管理を行い、潤いのある道路景観の確保を図る。

その他

現状と
背景

剪定作業を適正な時期に実施する。沿線住民に対し落葉の理解を求める。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 中浜駅駐輪場管理事業

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 275 290   15

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 275 290   15

事業
概要

中浜駅駐輪場施設の除草やトイレの維持管理を行う。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

中浜駅の駐輪場やトイレ・敷地内の維持管理を行い、快適な施設利用と美観の確
保を図る。

その他

現状と
背景

平成５年、自転車の放置による交通支障の解消と、中浜駅利用者の利便性の向
上を図るため駐輪場とトイレを整備した。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 市道維持修繕事業（自治会要望分）

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別  単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 5,700 4,500   ▲ 1,200

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 5,700 4,500   ▲ 1,200

事業
概要

毎年、自治会要望として提出される道路施設補修案件のうち、日常的維持修繕の
規模を超えるもので、優先性を考慮し計画的に整備を実施する。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

限られた財源で、社会基盤機能を持続的に維持していくためには、優先性と費用
対効果を考慮した計画的対応が求められる。そこで、本事業では、市道の維持修
繕分野において、日常的な簡易的修繕業務と、ある程度の工事規模に及ぶ施設
全体的な改築更新業務を区別し、財源制約のもと計画的に行うことを目的とする。

その他

現状と
背景

  市民にとって最も身近で重要とされる生活社会基盤施設である市道も年々老朽
化の波が押し寄せており、その修繕箇所、費用ともに増加の一途を辿っている。こ
のような物件に対し、現状は日常的維持修繕業務費用の枠の中で、優先性や緊
急性を考慮し、混在する形で実施している。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 除雪事業

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 2,322 3,684   1,362

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 2,322 3,684   1,362

事業
概要

市道の除雪に使用する機械を所有していないため、積雪時期に除雪可能な機械
を借り上げ、当該機械の運転を委託するものである。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

積雪時期に除雪可能な機械を常備することにより、大雪による交通への支障を早
期に解消することを目的とする。

その他

現状と
背景

平成22年の記録的な大雪の翌年度より市内の建設業者と除雪契約を締結してい
る。平成28年1月の積雪の際には、２次除雪（8社稼働）の対応を行った。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 防災・安全交付金事業

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別 防災・安全交付金

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 127,200 44,202   ▲ 82,998

財
源
内
訳

国 67,100 20,680  ▲ 46,420

県   

 

0

市債 49,400   ▲ 49,400

その他   0

一般財源 10,700 23,522   12,822

事業
概要

地域住民の命と暮らしを守る総合的な老朽化対策や、事前防災・減災対策の取
組み、地域における総合的な生活空間の安全確保の取組みを集中的に行うため
に創設した事業である。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

社会インフラの安全性の確保が求められている中で、道路管理者として道路の適
切な点検を実施し、点検結果を踏まえた修繕を行うことが責務である。

その他

現状と
背景

今後、橋梁等の道路構造物が急速に老朽化していくことを踏まえ、各道路管理者
の責任による点検→診断→措置→記録というメンテナンスサイクルを確立するた
めに具体的な点検頻度や方法等が法令で定められた。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 市道路面清掃事業

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 12,337 12,208   ▲ 129

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 12,337 12,208   ▲ 129

事業
概要

路面清掃車による市道の路面清掃と道路除草
今年度
見直し
事 項

事業
目的

路面清掃と道路除草は、通行車両に対する安全性確保や沿道環境の保全が目
的であり、路面清掃は平成21年度から清掃作業を休止している。道路の水溜りや
砂溜りが頻繁に発生している状況になっていることから、改善を図るため路面清掃
事業を行う。

その他

現状と
背景

平成21年度まで市所有の路面清掃車により清掃を行っていたが、経年劣化による故障に
より休止している。清掃車を所有する事は保守管理費用の面からも現実的でなく、業者委
託として行うものと考える。
除草は、平成26年度以前は、境港市シルバー人材センターに業務を請け負っていただい
ていたが、平成27年度から人材不足により、業務量が減少し業務委託とシルバーの併用
で実施している。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 美保湾展望駐車場管理事業

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 645 689   44

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 645 689   44

事業
概要

美保湾展望駐車場の光熱水費及び植栽管理等の維持管理費。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

弓ヶ浜の海浜利用、公共トイレ及び休憩場所としての利便性の向上を図る。

その他

現状と
背景

平成8年度に展望駐車場として国道431号沿に鳥取県が設置。境港市と鳥取県で
維持管理。
年間を通じてトイレ・休憩場所としての利用があり、特に夏場には海浜利用が多
い。
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会計 一　般　会　計 所管課 管　理　課

款 土　木　費
事業名 大正川桜再生事業

項 道路橋りょう費

目 道路維持費 補助単独の別

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 998   998

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 998   998

事業
概要

大正川沿いの桜の木の枯れ枝を除去し、防腐剤塗布や施肥・灌水などを行い、そ
の樹勢回復を図る。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

大正川沿いの桜の木の健全な樹勢を将来にわたり維持するため、樹勢回復など
必要な措置を講じることを目的とする。

その他 大正川沿いの桜の木は、８２本ある。

現状と
背景

老木化・不朽化などにより、大正川沿いの桜の木の樹勢が徐々に衰えてきてい
る。


